
MEフォローアップ研修
技術と広報が維持管理時代の両輪となり、 新たな価値を
創ることが、 地球防衛軍を存続するカギになる！

平成 30年 6月 8日（金） 14：30 ～ 17：15
会 　場 ： 愛媛大学城北キャンパス内 南加記念ホール
主 　催 ： 愛媛ＭＥの会 /愛媛大学防災情報研究センター
参加費：無料 ( 定員  250 名 )

一般社団法人ツタワルドボク

 会長  片山 英資

講 師

PROGRAM
プログラム

14:00～14:30　　受付

14:30～14:40　　開会あいさつ

　　　　　　　　　愛媛ＭＥの会 相原 博紀

14:40～16:10　　講演

　　　　　　　　　一般社団法人ツタワルドボク 会長 片山 英資 氏

16:10～16:25     休憩

16:25～16:50　　五大学連携シンポジウムin高山に参加して

　　　　　　　　　ＭＥ4期生 井田 光一

16:50～17:05　　土木学会発表報告

　　　　　　　　　ＭＥ３期生　中屋敷 洋介

17:05～17:15　　閉会あいさつ

　　　　　　　　　愛媛大学防災情報研究センター長 森脇 亮

かたやま　　えいすけ



『ツタワルドボク』とは？ 

ツタワルドボクは、土木技術や土木技術者の重要性・魅力を広く伝

えることなどを目的に2017年５月に設立した一般社団法人。前身

は一般社団法人九州橋梁・構造工学研究会のツタワルドボク研究分

科会。より幅広い活動展開と、産官学問わない会員の拡大

を目指し発展的に改組した。 

研究分科会当時から、SNSを積極的に活用した活動を展開。 

このため、拠点は九州にあるものの、賛同者は全国に広が

り、土木に直接関係のない学生や主婦などもメンバーに名

を連ねている。 

〔主な活動〕 

福岡市中心部・天神の街を土木技術に触れられる市民大

学に見立てた『天神ドボク大学』や、中学校の美術の時

間を活用したペーパーブリッジコンテスト、土木写真展

など、普段土木との関わりが薄い人たちも巻き込んだ取り組みを実施。 

 

『ME』とは？ 

MEは、メンテナンスエキスパート〔Maintenance Expert〕を略したもの。 

現在の豊かな社会環境・経済活動は、高度成長期の頃より建設・整備された社会基

盤施設〔インフラ〕により支えられていますが、これらインフラの高齢・老朽化が

進行し、今後どのようにして健全に維持・管理するかが喫緊の課題となっています。 

このような状況の中、愛媛大学では、産官学協働で実施する教育プログラム「社会

基盤メンテナンスエキスパート養成講座」を提供し、インフラの維持管理技術に関

する高度な知識と技術を有する技術者集団を養成しており、プログラムの修了者は

『四国メンテナンスエキスパート（四国ME）』として認定されています。 

 

代表理事：片山英資氏 
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   合計 ９７名 

四国メンテナンスエキスパート（四国ME） 



会場

愛媛大学城北キャンパス内　南加記念ホール（愛媛県松山市文京町３番）

※学内の駐車場は利用できません。公共交通機関を利用してください。

会場


